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受理日

2010/5/2

=般名

ェンザイ ラロニダーゼ(遺

伝組換え)it/1>

ェンザイ ロニダーゼ(遺

・ヽジャパン 換え)

|`曳変11 原材料名|

原産国

エタネルセプト シトランス
シ血液

子組換え) フェリン

ュージーラン

・0日A(March 31
2010)

ReuterS(March
102010)

造

程

製

エ

・カナダCttA(Canadan FOod inspec● on Agency)は 2010年にカナダで

tLt:BSE (Bovine sponsifom encephalopathv)friil1=)L\<A
リストを公開しており、2010年 3月 31日 現在、2月 25日 にアルノ`―夕州

用雌牛 (71ヵ 月)がBSE症例と確認された。

・カナダで17例 日となったBSEの発見は、利害関係のある業界には2

月25日 に連絡が成されたが、メディアや一般に向けての公表はな

かった。このBSEの新規症例公表に関する取り決めは2009年 8月 に

Meat lrade News れ、一般にはCFIAのホームページ上で情報提供される。新規

(March 16 SEは 、カナダで最もBSE発生の多いアルバータ州内で、6歳のアン

テス黒牛についての監視プログラムで検出された。カナダでは2009生

こは5月 に1例、2008年に4例 、2007年 3例、2006年には5例のBSEが

発生している。
・カナダで検出された新しい17例 目のBSE感染牛は2004年 2

であり、(ne」 i●ble Statusへ の更新は、BSE例の最新出生年から11

以内は申請できないため)OIE(Wodd Orga“ zatbn for AnimJ Heaけ

による■sk statusの 更新は2016年へと延期されるであろう。BSに 感染

牛は居殺処分され、牛肉取引には影響はなかつた。

.Meat Trade News

Da‖ y(March 16

2010)

100185に 同じ

・ReuterS(March
102010)

ラロニダーゼ
遺伝組換 え)

ハムス
ー卵巣細

効

分

有

成

一襲
理
一
難
理
一勧

ェンザイ
・ジヤパン

ジェンザイ
・ジヤバン

ウシ胎児血清

隕チャイ

ブタ膵臓 米国、カナダ

シ胎児血ラロニダーゼ(遺

伝組換え)

=卜
胸腺細胞

ウサギ免疫グロ

プリン
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受理 日

ジェンザイ
ム・ジャ′`ン

サギ免疫グロ

番号 報告者名
隼物自来成分

名
原材料名 原産曰

有

分

含

区一般名
症
一併 感染症(PTl

卜胸腺

ランダ、ドイツ.ベ
添加

夕膵臓抽 アメリカ合衆

、カナダ.ス

カナダ

ニュージーラン
、オーストラリ

ン

血液

プシン

炎球菌ワクチ
出された。MLST(muMbcus sequence ty● nglを用い、8種

子型も同定された。また、GBS定着の認められた夫婦は、1

iである仔牛にもGBS定着力`検出され、GBSの型は夫婦の型と一致

無∬譜鷺議観鷺雪ま建亀譲沼樫期
S

(GЮ up B StreptocooouS)の 異種間感染を調査するために、68

およびその塚畜を対象に前向きコホート横断研究を行?■結果
:

123%(154例中19例 )、 動物で17%(115例 中ウシ・ヒツジ各

、公衆衛生措置を必要とする結果が提示された。

造

程

製

エ
2010/5/31

球菌ワクチ
米国及び製造
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:彙響月 番 号 報告者各 ■般名

2010/5/31
日本ポリオ

生物由来成分
| 1名 原材料名 原産園| 舗

助

造

程

製

エ

感柴症(PTl

インフルエンメリカ、カナ
News

September

(2009

nta health,
and fitness

オーストラリアおよびニュージーランドの医師は、プタインフルエンザ
感業の最も危険な状態は、感染によって肺に炎症が生じ、液体が貯
留し、機能不全になつた場合であることを見出した。ウイルスに感
ても命の危機に瀕する疾病に発展するヒトは少数であり、バンデミッ

ク株に出来する三大合併症の最大の共通点は、インフルエンザA関
くは,aarttsであると説明した。日aardsは 多

ることもあり、死亡と最も高い関連がある。日aards

二罹る多くの患者は若者でこれまで健康であり、オーストラリアでは、
季節性インフルエンザによる死者の年齢中央値は83歳であるが、新
型HlNlウ イルスでは51歳 であると報告された。

米国においてタミフル耐性Hl Nlウイルスがヒトーヒト間で伝播した初め
ての症例が報告された。2009年67月 、ノースカロライナ州でキャンプ

たにHl Nl感染のため、600人 には予防目的でタミフルが処方
同じキヤビン内の2人の女性は、タミフル月風用後に症状が発

現し、2ケ 所に変異のあるウイルスが検出され、薬剤耐性であつた。こ

ルスは、検査した他のヒトには検出されなかった。問題は、1人

リプシン ブタの膵臓

女性からもう1人の健康なキヤビンメイトにウイルスが伝播したこと
であり、予防目的で健常者がオセルタミビルを服用することは、耐性

ク増加に繋がるかもしれない。予防目的の場合、抗ウイル
代わりにHl Nlワ クチンが有用であると考えられる。

ルウェーで新型インフルエンザ陽性であった患者3例 に、インフルエ

A(HlNl)変異株が検出された。パンデミックインフルエンザの
―ベイランスの一部として患者数人のウイルスを解析した結果
、これまでもいくつか変異株が検出されているが、注目した変異株

ンフルエンザA(Hl Nl)感 染による死亡2例から検出された。こ

ノルウェーで新型インフルエンザ由来で死亡した最初の2例

(2009 その後、死亡例からの変異株の検出はない。この変異は、気
20) |のより深部に感染し、その結果重篤化を引き起こす可能性がある。

ルウェイ人症例から確定された約70の ウイルスを解析し、3例の患
を検出した。この変異株は集団に流行はしておら

、自然発生した可能性があり、ワクチンや抗ウイルス薬の効果に及

影響はない。
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原材料名 原産国
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分

含

区
感染症(PTl

適正

使用

措置

ルス感
染 (ヘンドラ

ルス)

英国では(2009年 11月 20日 現在 )、 プタインフルエンザのタミフ

入院患者の間で広まつている。un"er● ty HosptJ of WJesの 重

News(2009 を処置しているユニットで5例の患者が感染した。2例は回復し

20)
退院したが、1例 は集中治療を受け、2例 は病棟で治療中である。当

局によると、他の患者への影響はなく、原因究明中である。院内感染
これまでに3例あるが、タミフル耐性株のヒトーヒト感染が初めて確

れた症例である。

米国CDC(Centers for Dに ease Contrd and Prevenuon)は 2010年 1月

15日 に、新しいブタインフルエンザによるヒト感染例を報告した。アイ

Press 200sF-s F t=) 51 >z it->+f 
' 

I tv7H3N2l=*
January 15) 染したが、11月 まで表面化しなかった。少年は入院も必要とせず、回

復した。本症例ではウイルスの広がりはなく、また、ヒト‐ヒト間の感染

を疑う根拠はなかつた。当該少年が感染した経緯は不明であり、ブタ

は知られていない。

ブタに人畜共通感染ウイルスであるヘンドラウイルス(HeV)を接種す

る実験を行つた結果、プタが宿主となることが示された。実験には2種

類のブタが用いられ、Hev接種された全頭に発熱・抑制が発現し、接

後5日 には呼吸器徴候や7日 には神経学的徴候を示すブタもいた。
t Res(2010)

接種後2-5日 では全頭の口・鼻 直腸より、接種後35日 では眼より

101051/vetre
M遺伝子がRealiimeRT― PCRにより検出された。ウイルスRNA

は、感染初期に主に呼吸器およびリンパ系から組織へと分布し、ウイ

ルス分離によリウイルス感染が確認された。また、病的変化およびウ

イルス抗体による免疫組織学的染色は、ウイルスの組織分布と一致

した。ブタはHev感染に感受性があり、ヒトヘの感染を仲介する宿主

なる可能性が示唆される。

News(2009

スコットランド全域で若い畜牛が死亡する原因不明の疾病の調査が

行われている。これまでに、18農場から25例 力角ケ月齢未満の動物が

罹患する出血性仔牛症候群 (BLedhg Car syndrome)と確定された。

SAC(ScottヽhA"cuに ural c。 lege)の専門家は、ほとんど未知である

が、これまでに死に至る病気の急増は説明されていないと報告した。

罹患した畜牛は発熱が続き、開口部および内部出血に至る。病気の

原因は不明であるが、中毒、遺伝的異常および薬物反応が考えられ

ている。イングランドおよびウェールズにおいても同様の例数が特定

されているが、乳牛群のみに検出されている。

オーストラリ
経口生ポリオワ
クチン

造

程

製

エ

日本ポリオ
ウシ血清 シの血液

ンド
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受理 日 ■般名 |`1魂夕:ダ 原材料名 原産国
症

”舗
齢

感染症(PTl

ドイツの42農 場から52頭の仔牛に顕著な点状出血および粘膜

出血が起きた。検査の結果、顕著な血小板減少、自血球減少および

顆粒球減少、骨髄形成不全が認められた。広域スペクトルPCRの結

果、感染した仔牛の数頭からブタサーコウイルス2b型 と高い相同性

のあるサーコウイルスが検出された。

27th Meeting of
the European
Society of

and
Collego

KRAKOW 09-121
11812009

GMA News TV

FESA」 oumal
2010:8(2):1499

話ピr斜爾暮聯 衡;?夏鵠矧49鶴躍♂

孵鷺醐雪E≧翻蠅饗1'野
翫潔幣鍛l噴撃載見揚薬織蒲ら蒻鍵あ壌圏

直ちに処分するよう警告がされた。

(EurOpean Food SaFety Autho■ ty:欧州食品安全機関)は動物

よび福社に関する委員会(Pand on AHAWlに boune

(ベスノイチア症)に 関する科学的見解を報告するよう求

=。
最近の疫学的データは、EU加盟国内の畜牛群にbesnOtb“ s

増加および地理的広がりを裏付けており、bo¢ne

おいて新興疾患と考えられる。しかし、bo●ne

こおける感染・疾病の発病率・発生

晉轟鷺ま
=庸

謳温餐麓賜塩脇 薄
:

生虫Besn。 田a besnotiに よつて引き起こされ、急性期およ

方で深刻な有害事象を起こす。委員会はこの疾病について、特IF

用いて調査される必要がある。

誹憲釜鐵 瓢長電鶉 富ど抵『騒輻塁
璽緯潔惚9誌惨操籠煤詔駿群:動駐乱

疫

L閥翔 3稔辮 舗 翻 ‰寝聯 象
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番号 報告者名 す般名

日本ポリオ 生ポリオワ
[蓄   酵鞣れ
甲
「

努:群R鶏饗曇鼈 需ζ
されている力く、乳牛群にのみ検出されている。

生物由来成分
1 名

原材料名 原産国
有

分

含

区

遣

程

製

エ

感染症(PT)

ラクトアルプミ ニュージーフン
ド

News(2009
21)

Meeting of
European

ンの乳

Veterinary
100202に 同じ

100202に 同じ

and

February 28

Joumal

メルクセロー
ノ株式会社

ツトロピン ア
ルフア(遺伝子組

1)マスターセリレ
米国)

―キングセ 工程

米国)

ウシ胎児血

液

10:8(2):1499
,00202に 同じ

1001190212
をしてくるよう当局は依頼している。
翻疑奨署雛f製?」あ憲室憲綿輩躍霜

扮 翻曝椰舅鐘露蹴野
た。

え)

シ胎児血清
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報告者名 ■般名 ・舗
一吟一
〓

分
１
一

成
¨蛛

‘
物生

疎材菫名 原産国 F■富
"

ボツリヌス中

1144

12154249

米国Emmet Countyの ウシ1頭 が、定期ウシ結核サーベイランス検査

果、ウシ結核陽性を示した。この農場から半径10マ イル以内の
すべての乳牛群は、6カ 月以内に検査が行われる予定であり、全例
が陰性であれば、元のスケジュールに戻される。他に、野生オジロジ
ではウシ結核は継続的に存在しており、鼻と鼻の接触で感染するこ

、乳牛の餌が感染したシカの唾液などから汚染される事で、よ

り感染が起こりやすくなる。

北部で1頭の新しいウシ結核症例が検出され、7つの

牛群が検疫下に置かれている。ウシ結核が感染した,し牛からヒト

ることはまれであるが、牛肉は適切に処理され、ミルクは殺
ている限り、食べ物を介したウシ結核の拡散はほとんど危険で

。ヽ2009年 6月 に2例がRock Countyで 検出され、Nebraska当 局

検査したが、今回の調査はこの時よりは小さいと

予想している。

ルセラ症陽性の2頭 目の動物 (早 L牛 )が確認され、こ

,内 のすべての動物が検査され、ほとんどの結果が出ている。前
ブルセラ症の疑いのあつた1頭目(ワ クチン接種されていた15歳

シ)は、更なる検査の結果、未感染であった。感染源は不明である

、接触のあったヘラジカもしくは′ヽイツンによると考えられている。

の移動により、ブルセラ症が州を越えて蔓延する事が懸念され
ており、プルセラ症フリーのCJifom● 州は現状を保ちたいとしている。

に国nOrthwesten WyOmhgの ヘラジカ群でブルセラ症が増加してお

'、

最近の乳牛のブルセラ症例はヘラジカから広がったと考えられて

るヽ。ブルセラ症の増加の仮説としては、ヘラジカの密度が高くなつた
、ヘラジカ間のプルセラ症感染頻度が高くなった、もしくは、診

斤検査が、発病率が高くなっている他の病気との交差反応を起こして

るヽという可能性が考えられた。

米国WiscondnttRusk Countyで、ある一家のウマ5頭が死亡し、また

近くの農家では乳牛が死亡していることについて、獣医師はボツリヌ

スによる疾病であると報告した。ボツリヌス毒素が土壌から検出され

ており、ウマの飼料である馬草に胞子が生えたと予測されている。ウ

マがボツリヌスに罹つた場所を特定するために、農場由来の馬草が

検査されている。
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受理日 番 号 報告者名 一般名
生物由来成分

名
原材料名 原産口

有
一分

含

区 感染症(PTl

大病

ブルセラ症

ProMED― mal
201001190212

リトロピン ア チヤイニーズノ
2010/5/31

2010/5/31

ルフア(遺伝子組

換え)

ノマトロピン(遺伝

ター卵巣

ン胎児血清
シ胎児血

1)マスターセル
バンク(不 明)

―キングセ
ルバンク(米国)

メフレクセロー

ノ株式会社 子組換え)

2009年9月 28日 、米国コロラド州El Paso Countyで は1匹のマウンテ:

ライオンと1匹のウシが異常行動を示した後安楽死させられ、検査の

狂大病に陽性であったと公表した。このライオンとウシの感染源

不明であるが、公衆衛生局はこれまでに8匹のスカンクカ`狂大病に

であったことから、スカンクとの関連を推測している。また、2009
200910013415

年9月 25日 、CJhanで 狂大病のウシが安楽死させられた。ウ,

主およびウシを診察した獣医師とその助手は予防接種を受けてい

た。獣医師および当局は飼い主にペットヘの予防接種を呼びかけて

るヽ。

ソマトロピじ 製造
工程

10010'0065

1003250948

12154249

100204に 同じ

ンヾデミックHl Nlイ ンフルエンザウイルスが米国内のブタで初めて確

(U S of Agncuに ure Department)は 発表し、また、食

夕が感染しても屠殺はせず、プタ肉製品からこのインフルエンザ

ことはなく、食べても安全であると報告した。感染が確認された
ブタはミネツタ州フェアに出品されており、このフェアに参加した4例の

10代若者がHl Nlウ イルス陽性と診断された。usDAは 、現時点で収

よると、この若者はフエアのプタに接触したことで罹患し

はないと報告した。

国VirgI“a州 で養殖用七面鳥の群れにバンデミックHlNlが検出さ

、米国農務省(us AgHcuLure Depaに ment)は 米国内における七面

では初症例であると報告した。カナダとチリでは報告がある。インフ

エンザ様症状のあつた作業員から七面鳥に感染した可能性が報省

新型インフ

ルエンザ

(HlNl)

新型インフ

リレエンザ

(Hl Nl)

ルクセロー

組換え)

トリプシン 夕膵臓 米国 10203600

ている。



受理日 青

'

2010/5/31

2010/5/31 大塚製薬

1>t-2Ltr>
,i>v -^1

インターフェロン
ガンマーnl

インターフェロン
ガンマーnl

インターフェロン
ガンマーnl

1>t-2rE>
)i>z-n1

造

程

製

エ

報告者名 |■般名|
生物由来成分
||1名 |● | 品 嘔 原産国|

・有

分

含

区

米国では2か所のNo7th Cardha農 場におけるプタから採取した検体

:tirfr. #4H1 N120os-1>) )Va>+lt.( )rZf(&s*frl:" t\
でも、ヒトからブタにウイルスが感染したと報告され、イン

ンザウイルスに感染後回復したブタ由来の豚肉を食べても安
12284372

である。ブタに新型HlNlインフルエンザが確認された州は他に3州

あり、また、ネコ、フエレット、七面鳥、イヌおよびチータにおいてウイル

スが検出されている力`、すべてヒトからの感染である。

人血清アルブ

インターフェロ
ン ガンマーnl

ギ抗血清
ムヽスター(ヒ ト

ミエロモノサイ

マウス細胞

ウサギ血液

ハムスター

米国

185-190:

O Febnlary 26

2009年米国テキサス州で、17歳の少女が狂大病の不稔感染と診断

された初の症例報告であり、病気の診断に複数回入院したが、集中

餞 輔 晰 見誦 月餓 諸 濶 評 論 籍 相 騎濃 鶏

に予防接種を受けていた。当骸患者は、頭痛・候輝所恐怖症などの

ため入院し、症状の回復により退院したが、頭痛の再発により他院を

受診し、感染性脳炎が疑われ、入院した。顕痛発症の2ケ 月前にコウ

言:滝諭 婁認 れ躍 1轟彗露11論静ξ乱1:彗程霧ゥ
イルス抗体陽性が認められたため、狂大病ワクチンおよびヒト狂大病

ブリンが投与され、回復 退院した。

無

　

一

91/138ページ

受理 日 番号 報告者名 一般名

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

社

生物由来成分
名

「
|

原材料名 原産国

人赤血球濃 人赤血球

濃厚液

有

分

含

区

型肝炎
効

分

有

成

感染薇 PTl

本肝臓学会大

会第13回 200,
(2009

14-15)

TEnsfusioh
12)i2774

型肝炎 7'6:2009

XVth Resional

'. Asia: Nov
14-18 2009;

Society of Blood

100003に 同じ

100125に 同じ

100125に 同じ

オランダの血液バンクはオランダ国内で予想される0熱の2010年ア

トブレイクの準備を行つている。疾病対策センターからの声明に|ぅ
と、11月 25日 現在、2009年のオランダでは6死亡例を含む2.293症例

が確認された。オランダ国内で血液バンク業務を担当している

0熱流行の期間、高リスク地域からの供血血液をスク

リー三ングするNATlnucお t addam口 nca● On testin♪検査を実施予

t66" 2009SgE l:TranstusionElOsupplemehtl:Qfr* coxiella

ランダからのデータを使用する予定である。

2009:

17)(2A― S02-

Weekly

岬鰍:‖ζ拿酪 ぶず』:`リワやプ土:毎の

日本感染症学会

メリカ・トリ 日本地

方会 200■ 124

(2009

92/138ページ

くノツーマ

30-31)

100151に 同じ



受理 日 番号 報告者名

日本赤十字

日本赤十字

社

日本赤十字

日本赤十字

生物由来成分
|■名 li

原産ロ 感馨掟(Pつ

メリカ・トリ
くノソーマ

型インフ
レエン|

Hl Nl)

型インフ
エンザ

有
分

含

区

fransfusion 49

and

2009

24-27)

NewЫ etter

2000 0ct 23

Discases 1 6(4):

HlNl)

ウイルス感

染

ルス性

100003に 同じ

100180に 同じ

100003に 同じ

100003に 同 じ

100003に 同じ

Disease
15(11):1830-1832

2009

200914(50):

Infect ous Disease

15:1671-16'2

93/138ページ

受理日 番号 報告者名 一般名

日本赤十字

社

日本赤十字

生物由来成分
名

原材料名 原産目 舗
助

症

例
証
朗
樋
一

感染症(PTl

エストナイ Disease
100003に 同じ

ルウイルス
2009

日本感染症学会

第58回 東 日本地

イルス 会 2000124 100003に 同じ

(2009
30-31)

)0:2009 0ct

271 New
ング熱

Transヽ sion 2009:

suppl. 566-

Traveler's
(2010 Ap門 1

100003に 同じ

)l(ECDC(Ceters for Disease Control ahd Prevention)l:t,6htl*
航者向けアウトブレイク情報が更新され、熱帯および亜熱帯地域

デング熱について情報提供された。2009年初頭以降、デング熱症例

数の増加が世界の数地域から報告されており、アフリカ・南太平洋・

中央/南アメリカ、カリブ海、及び中東におけるデング熱の状況が報

告されている。旅行者へのアドバイスとして、蚊にさされないように防

虫剤の使用を薦めており、幼児・新生児への対応および服装につい

て等アドノ`イスしている。また、症状は発熱・激しい頭痛 目の奥/関

節/筋 肉痛・紅斑 吐気/'E吐・出血症状などであり、予防のためのワ

クチンや治療のための特別な治療薬はないため、解熱などの処置が

行われ、出血の可能性があるためアスピリンやフトステロ
薬の使用をさけること。また、早期発見・早期治療が死亡のリスクを
下げることにつながる。

日本赤十字

94/138ページ

デング熱

100150に 同じ



受理日
=般

名 原材料名 原産国||番号 薇告者名

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

1噌,1
含有
区分

95/138ページ

摯拳富叩

ウイルス感
築

署1盤猟鵠 郷 轟儡 魯:11:i::(11;i,;レ

スはプタ血漿出来第8因子の製造中に濃縮されることで検出されたこ

4)は 2005年にB型肝炎陽性のIDUO●ecton drug

ら検出され、また、古い血漿試料から調製されたヒト凝固因子

こも頻繁に検出された。健康ブタの血漿試料および血友病

されている。

16(3):561-564

Asia; Nov

Sanguinis 2009;97
1)119)

xpositioni 2009 100003に 同じ

5-8; New

of General
Vio“ gy 20091 90 14に 同じ

100003に 同じ

ついての推奨が報告されている。

1月 12日 にマグニチュードア0の大地震がハイチを襲い、20万
くなり、50万 人力`家を失つた。PLsmOdum faに ゎarumに よるマ

ラリアがハイチでは流行しており、屋外でマラリアに感染するリスクが

ている。米国CDO(Centers for Dに ease Controi and

11例 のP FaにゎaNmによるマラリア確定症

″認鶴欅慧鶴 奇肺軍壌ポI√響g‰

受理日 番号 報告者名 一般名
事物由来成分

名
原材料名 原産国

証
齢
紅
　
一

舗
断
一
‐・・．

感染症(PT)

ONE 5(1}

トロウイル
101371/」 ouma

0008519

Depatrment of

ルト・ヤ
コプ病 Meeting);

ェルト・ヤ

00003に同じ

| 000031:Fil:

100150に 同じ

日本赤十字

社

日本赤十宇

日本赤十字

社

２。 ０９

・
５８８

一

５８５

日本赤十字

日本赤十字

27

201001070076[1
National C」D

100003に 同じ

of 5」 an 2010)

100003に 同じ
128-2128

2009:

100003に 同じ

日本赤十字

96/138ページ

ルトヤ

January 22

100150に 同じ



番号 報告者名 ■般名 牛物自審成分

=冬
 ' 原材料名 原産国 舗

一断
一一一一

感染症(PT)

クラミジア

Summary

2009年度 (2008年 10月 1日 ～2009年 9月 30日 )に FDAが報告を受けた

供血後および受血後の死亡例の年報の概要が公表され、全80死 亡

例のうち、フ4例が受血者、6例が供血者に関する報告であつた。前者
につき、a)44例 は輸血に関連した死亡 b)輸血を死因から除くことが出

来ない死亡 c)8例 は輸血との困果関係がない死亡、と結論が成さ
れ、輸血に関連した死亡の第一の原因はTRAu(Transfu● on

Rdated Acute Lung lnJury)で13例 (30%)あ り、過去5年間では減少を

続けている。2009年度ではHTR(Hemolytic Transfusbn Reac● on)お

よびTAcO(Transfu● on Assodated C rcuatoo oveHoad)が第二の原

因である力く、HTRに ついては2008年度より減少を示した。なお、ABO
不適合によるHTR死亡4例は人為的ミスによるものであつた。また、
細菌感染による死亡5例中2例 は黄色ブドウ球菌(過去5年間の累積
では1位のパベシアに次いで2位 )が原因であつた。2008年度に5例報
告のあった赤血球に関連した細菌感染の報告はなかったが、こ

はすべてバベシア感染であつた。aphereSs血小板に関連した感染は

微増を示したが、2001年度以降減少傾向にある。

100003に 同じ

Season 100052に 同じ
1 endihg

2010 Ap■ 1 100053に 同じ

Evolution 9: 100097に 同じ

～2010
化学及血満

ペプシン処
免疫グロブ

シン処理

免疫グロプ

層

インフルエン
ザ

97/138ページ

受理 日 番号 報告者名 一般名

化学及血清

療法研究所

クチン

ら、くかぜワクチン

乳濁細胞培養A
ノノ`ルティス

ファーマ
型インフル

クチン

生物由来成分

名
原材料名 原産国

有
分

含

区

文

献 感染症(PTl

インフルエ)

ザ

インフルエ)

ザ

and Evolut on 91

1240-1247i2009

CDC FluView
2009-2010

CDC/Travelers
Heaに h2010 Ap● |

100097に 同 じ

100053に 同 じ

1米 国
日本

Season 100052に 同じ

I ending
」anuary 9,2010

2010 ApH 100053に 同じ

Influenza Season 100052に 同じ

I ending
」anuary 9.2010

チクングニ
ヤウイルス

染

Infection
Evolution 9;

ンフリレエ

HAワクテ
l Nl株 )Nl株 )

98/138ページ

クラミジア
1240-1247:2009

100097に 同じ



報告者名 二般名 1摯電少千↑原材料名 原産国

:米国及び

含有

区分

乳濁細胞培養A
型インフルエ,ノ′ヽルティス

2010/6/11

ノ′`ルティス
ファーマ

乳濁細胞培養A
型インフルエンザ ブタ膵臓及

びウシ乳

ブタ膵臓

、ワクチン
INl株 )

プシン

プシン

シ:米国

、ワクチン
lNl株 )

ムツズマブオ
ガマイシン(遺

1子組換え)

テムツズマブオ
ガマイシン(遺

子組換え)

=ト
トランスフェ

リン

卜γグロプリ

イルス感

こおいて、脳髄膜炎と診断された発熱および神経的特徴を伴

まん性大B細胞性リンパ腫患者に、USuv(usutu virus)の 神経侵

築が認められた最初の報告である。脳脊髄液はusuV陽 性F
12174273 uSuVは RT―PCRおよびシーケンスにより血清および血栞で検

れた。ウイルス遺伝子のプレメンブレンおよびNS5領 域の部分

VLnnaおよびBudapestに 類似している。

100158に 同 じ

December

/MMWR 2010
130-132

12)

100222に 同じ

ファイザー

58に 同じ

べ=ジ
…

一般名
生物由来成分

名

ムッズマブオ
ウシ血清アル
プミンファイザー シン(遺

子組換え)

ムツズマブオ
ファイザー ノガマイシン(遺 スキムミルク

子組換え)

ムツズマブオ

原産国

オーストラリ
ア、_ユージー
ランド

有

分

　

¨

含

区

　

¨

感染症(PTD

`00912224309(New York Tines
100158に 同じ

2009 December
19)

ン血液

130-132 100158に 同じ

12)

(March 31

Meat Trade News

(March 16 100185に 同じ

(March 31

Daly(March 16
2010)

100185に 同じ製造
工程

・Reuters(March
102010)

CFIA(March 31

Meat Trade

ly(March 16

10)

Rbuters (Mar6h

ァイザー ゾガマイシン(遺 ペプトン ン乳

100/138ペ ーージ

2010)

100185に「可じ



ムツズマブオ
ガマイシン(遺

子組換え)

生物由来成分
■■4111

加水分解カゼ

イン

原材料名|

マウス骨髄

オーストラリ
ア、一ユ~ン~
ランド

ファイザー

ファイザー

ファイザー

日本赤十字

社

ニュージーラン
ド、米国

感染症(Pつ

型肝炎

Reuters(March
102010)

Reuters(March
102010)

・CFIA(March 31

'Meat Trade News

造

程

CRA(March 31

. Meat Trade News

(March 16 100185に「司じシ乳

ムッズマブオ
ファイザー ゾガマイシン(遺 ウシ胎児血清 ン血液

組換え)

ゲムッズマブオ

遣

程

製

エ

ガマイシン(遺

伝子細換え)

ゲムッズマブオ
ゾガマイシン(遺

子組換え)

マウス骨髄腫

由来NSO細胞

コレステロール ツジ毛

人赤血球濃厚液 人血液 日本

TEnsfusion
12)i2774-

76i2009

XIVth Regond

20091

7 17)(2A― S02-

100125に 同 じ

100215に 同じ:2010

101/138ペ ージ

報告者名 一般名
生物由来成分

名  ｀ 原材料名 原産口 感染症(PTl

メリカ・トリ

Transfus,on 49

and

2009
24-27)

くノソーマ

Newsletter
2009 Oct 23;

100003に 同じ

16(4): 100180に 同じ

100150に 同じ

100003に 同じ

貯̈
ｅｍｂｅｒ

ｎｃｅ
颯
Ｎ。ｖ

722-723 Apl)

Disease
15(11):1830-1832

102/138ペ ージ

イルス懇

2009

100003に 同じ




